
昭和62年

2月25。

彰第615号診

町　の　人　口

（62年1月末現在）
人　口　29，904人（＋22人）

14，508人（＋14人）

15，396人（＋8人）
9，656世帯（＋11世帯）

人の動き）
9人　　転出　105人

31人　　死亡　　23人
（）内は前月比

奉書吹き飛ばせ！
スポーツ少年団空手道・岩屋海岸で寒げいこ

工イツ！ヤー！2月1旧、若松区岩屋海岸でスポーツ少年団空手道の
寒げいこが行われました。この日、北九州地方の正午の気温は19度、春
のポカポカ陽気。でも海の中は冷たく、工イツ、ヤーの掛け声と伴に海

の中へ－。

今月の税金

固定資産税（4期分）　納期限　2月28日

と

　

じ

　

て

　

保

　

存

　

し

　

ま

　

し

　

ょ

　

う



剛冊昭和62年2月乃日ｌ酬冊間間冊＝間酬酬酬冊酬酬「広坤ｍＪｍィヨｈ亭（2）

あなたを狙う悪徳商法
悪質手口に強くなろう

悪徳商法による消費者被害が後を断ちません。うまい話には与奪竜がある－

言葉巧みなセールス・トークにひっかからないよう、最近とくに被害が目立つ3

つの商法について、改めてその悪質手口を　も検盲正も　してみました。

無
条
件
で
〝
解
約
〟
で
き
る

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

全
額
支
払
っ
た
場
合

●
化
粧
品
や
健
康
食
晶
な
ど
の
消
耗
品
（

政
令
で
指
定
さ
れ
た
商
品
）
で
、
そ
の
一

部
を
「
使
用
」
ま
た
は
「
消
費
」
す
る
と

売
買
契
約
の
申
込
み
や
契
約
が
結
ば
れ
た

日
を
含
め
、
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件

で
申
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除
が
で
き
る

制
度
で
、
販
売
業
者
が
購
入
者
に
そ
の
旨
を

契
約
書
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
東
を
冷
や
し

て
（
英
語
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
い
ま

す
）
よ
く
考
え
る
こ
と
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
は
、
訪
問
販

売
の
場
合
は
七
日
以
内
で
す
。
つ
ま
り
契
約

の
日
を
含
め
て
七
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条

件
で
申
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除
が
で
き

ま
す
。し

か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
を
過
ぎ
て
皇
賀
契
約

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
販
売
業
者
が
契
約
書
面
を
購
入
者
に
渡
さ

な
か
っ
た
と
き

●
契
約
書
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
こ
と
が

書
か
れ
て
い
な
い
と
き

解
約
で
き
な
い

特
例
も
あ
り
ま
す

た
だ
し
、
訪
問
販
売
の
場
合
、
次
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
商
品
を
受
け
取
の
∴
そ
の
場
で
代
金
を

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な

と
を
契
約
書
に
告
げ
ら
れ
て
い

か
わ
ら
ず
、
「
使
用
」
ま
愚
「
消
費
」

し
た
場
合

●
乗
用
自
動
車
を
購
入
し
た
場
合

◇

　

　

　

◇

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
必
ず
書
面
で
販
売

業
者
に
対
し
て
通
知
し
ま
し
ょ
う
。
商
品
の

引
き
取
り
費
用
は
業
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

訪問販売トラブルを

回避するための5か条

第1条　購入意思のない時は、相

手の「土俵」（ペース）

にのらないこと。

第2条　キャッチセールス、アポ

イントメントセールスに

は特に注意すること。

第3条　「無料です」、「必ずも

うかる」または「選ばれ

ました」という甘い誘い

とセールストークには注

意すること。

第4、粂　契約の内容を明らかにし

た書面を受け取ること。

第5条　クーリング・オフは電話

ではなく、必ず書面（内

容証明郵便が望ましい）

で行うこと。

興
味
本
位
で
相
手
に
な
る
と

思
わ
ぬ
「
墓
穴
」
を
掘
る

Ｏ
Ｌ
や
学
生
な
ど
若
い
人
が
狙
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

人
通
り
の
多
い
街
頭
や
駅
で
「
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
く
だ
さ
い
」
と
か
「
や
せ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
き
ま

す
。
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
喫
茶
店
に
行
き
、
あ

れ
こ
れ
美
容
談
義
を
し
て
い
る
う
ち
、
「
こ

れ
、
や
せ
る
薬
、
ｌ
試
し
に
飲
ん
で
み
な
さ
い
」

と
包
装
を
破
い
て
勧
め
ら
れ
ま
す
。
値
段
を

聞
く
と
、
一
セ
ッ
ト
四
十
万
円
。
「
封
を
切

っ
た
か
ら
、
購
入
し
て
も
ら
う
」
と
脅
さ
れ

と
う
と
う
契
約
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
－
キ
ャ

ッ
チ
セ
ー
ル
ス
の
典
型
的
な
手
口
で
す
。
声

を
か
け
ら
れ
て
興
味
本
位
で
相
手
に
な
っ
て

い
ざ
と
、
恩
わ
ぬ
墓
穴
ト
を
掘
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
義
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

什



幽
安
易
に
誘
い
に

乗

ら

な

い

よ

う

に

「
あ
な
た
は
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
何
万
人
も
　
で
呼
び
出
し
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
消
費
者
に

の
中
か
ら
、
海
外
旅
行
の
抽
選
に
当
た
り
ま
　
電
話
を
か
け
て
か
ら
住
ま
い
を
訪
れ
て
販
売

し
た
」
－
－
な
ど
と
言
っ
て
電
話
や
は
が
き
　
す
る
方
法
を
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

海
外
旅
行
の
講
に
花
が
咲
き
、
て
っ
き
り

旅
行
の
会
の
入
会
契
約
と
患
っ
て
サ
イ
ン
を

し
た
と
こ
ろ
、
後
日
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
い
っ

ぱ
い
の
英
会
話
教
材
が
送
ら
れ
て
き
た
ー

こ
う
し
た
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
販
売
す

る
目
的
を
告
げ
ず
に
呼
び
出
し
て
勧
誘
し
、

契
約
書
に
サ
イ
ン
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

安
易
に
誘
い
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た

サ
イ
ン
す
る
前
に
必
ず
契
約
書
を
よ
く
読
む

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
火
災
予
防
運
動

防
火
の
大
役
あ
な
た
が
主
役

2

月

2

。

。

日

～

3

月

1

3

日

悪
質
手
口
そ
の
3

原
野
商
法

土
地
や
建
物
の
売
買
取
引
に
関
す
る
「
宅

地
建
物
取
引
業
法
」
で
は
、
訪
問
販
売
の
場

合
と
同
じ
よ
う
に
、
営
業
所
以
外
の

場
所
（
例
え
ば
、
招
待
さ
れ
た
温
泉

地
や
自
宅
な
ど
）
で
契
約
の
申
込
み

や
契
約
を
し
た
場
合
、
そ
の
日
か
ら

五
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
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現地を見ないで

土地購入は危険

ｔ「おばあちゃん、お宅の電話番号が当選しまし

た」という電話があって、温泉旅行の招待状が送られてきまし六二0

ホテルに着くと30人ぐらいの同じ年代の人ばかり。食事前に会社の
人が「北海道に広い土地があり開発中です。2年後には確実に2倍に

上がります。今回は日ころのお礼に持別価格で分讃します」とあいさ

つ。セールスマンがたくさん出てきて勧商に当たります。お金がない

、、とその場は断りました。

後日、セールスマンが自宅にしつこく来て、手みやげを出し、上が
り込んで仏壇を拝むなど身内もまねできない親身な世話をするので、

すっかり信用。なけなしの500万円で購入契約「。

あとで分かったのですが、この土地は実は原野で売るに売れません

しかも、気ついた時には会社は倒産していて、お金は返ってこず、老

後の生酒はめちゃくちゃ－
現地を見ないで遠隔地の土地購入する場合は十分注意を。

あ
な
た
の
生
命
や
財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に

灰
に
し
て
し
蔓
つ
怖
い
火
事
、
で
も
タ
火
事

は
怖
い
．
と
、
た
だ
漫
然
と
考
え
て
い
る
だ

け
で
は
、
火
災
は
防
げ
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
い
う
場
合
に
、
ど
ん
な
火
災
が
多

い
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
注
意
が
必

要
か
－
自
分
な
り
に
整
理
し
て
お
く
こ
と

が
火
災
予
防
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
は

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
。
こ
の
機
会
に
、

あ
な
た
の
家
の
防
火
チ
ェ
ッ
ク
を
も
う
一
度

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し

な
い

二
、
子
供
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ

な
い

二
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

四
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い

五
、
家
の
回
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い

六
、
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ

け
な
い
。

わ
た
し
た
ち
の

街
を
守
る
消
防
団

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
と
パ
レ
ー
ド

′

☆
三
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
「
朝
七

時
」
と
「
夜
六
時
」
の
二
回
、
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
。
あ
な
た
の
家
庭
蓄
防

火
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
督
町
消
防
団
で
は
、
‡
月
八
日
・
午

前
九
時
三
十
分
」
、
か
ら
町
内
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
す
。
㍉

消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
各
自
の

職
業
に
従
事
し
な
が
ら
火
災
、
風
水
害
、
地

震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
そ
の
つ

と
招
集
さ
れ
活
動
さ
れ
ま
す
。

実
際
の
活
動
は
、
火
災
の
鎮
圧
や
予
防
、

梅
雨
、
台
風
時
期
の
風
水
害
な
ど
の
災
害
防

ぎ
ょ
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
救
助
の
ほ
か
、

地
域
の
行
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
洒
動
に
も
中

心
と
な
っ
て
洒
摩
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
己
を
犠
牲
に
し
て
助
け
合

い
の
精
神
を
も
っ
て
、
地
域
の
人
た
ち
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
奉
仕
清
動
に
参
加

し
て
お
ら
れ
る
消
防
団
に
1
み
な
さ
ま
の
こ

支
援
と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ご
　
存
知
　
で
　
す
　
か
　
？

家
賃
を
三
カ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、

住
宅
の
明
け
渡
し
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

豪1

家賃未納件数調べ

Ｃ62年1月分〕

団　 地　 名 ］件　 敷

9 件

下 9

垣　　　　 添 5

頃　　　　 末 0

猪　　　　 熊 17

野　　　　 間 1

い　　 わ　　 ぜ 1

吉 田 （公営 ） 28

公　 営　 計 70

吉 田 （改良 ） 97

崗　　　　 松 75

鯉　　　　 口 59

店舗 （吉 田） 0

〃　 （高 松 ） 2

改　 良　 計 23 3

合　　 計 30 3

※　2月1日現在納入実潰

昭和62年2月25日　Ⅲ…Ⅲ冊ⅢⅢ…Ⅲ刷川ｌ冊Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ冊

町
営
住
宅
は
、
家
賃
を
三
カ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
住
宅
の
明
け
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
　
（
町
営
住
宅
管
理
条
例
第
三
十
条
）
。
で
は
、
他
の
自
治
体
で
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
か
見
て
み
ま
す
と
、
　
㊥
全
国
に
賃
貸
住
宅
を
多
数
所
有
し
て
い
る
住
宅

都
市
整
備
公
団
（
旧
・
日
本
住
宅
公
団
日
水
巻
町
に
は
梅
ノ
木
団
地
が
あ
り
、
分
譲
や
貸
賃

を
合
わ
せ
て
千
百
三
十
四
声
）
で
は
、
家
賃
彗
一
カ
月
滞
納
す
れ
ば
、
翌
月
に
　
「
家
屋
明
け

渡
し
の
訴
訟
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
⑤
北
九
州
市
で
も
、
十
二
カ
月
以
上
の
滞
納
者
竺

掃
す
る
た
め
、
裁
判
所
に
お
い
て
「
即
決
和
解
」
、
憩
質
滞
納
者
に
は
直
接
「
訴
訟
」
　
を
行

い
頓
極
的
に
滞
納
整
理
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
　
㊥
水
巻
町
で
は
、
北
九
州
市
や
県
と
連
携

を
強
め
な
が
ら
、
憩
賢
滞
納
者
に
は
滞
納
家
賃
が
六
カ
月
以
下
で
も
　
「
滞
納
家
賃
の
全
額
支

払
い
と
家
庭
明
け
渡
し
の
訴
訟
」
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
「
一
月
以
降
の
訴
訟
状
況
」
と
「
滞
納
整
理
状
況
」
　
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

6
2
年
1
月
～
2
月
末
日
ま
で
の

訴

訟

の

状

況

▼
即
決
和
解
　
十
一
件
（
吉
田
二
件
、

鯉
口
六
件
、
高
些
一
件
、
垣
添
一
件
）

▼
訴
訟
　
（
家
島
明
け
渡
し
）
一
件

吉
田
団
地
の
筑
豊
線
付
近
の
住
宅
で
、
第

一
回
口
頭
弁
論
は
二
月
六
日
、
第
二
回
日

東
弁
論
は
二
月
二
十
七
日
の
予
定
で
す
。

▼
強
制
執
行
申
立
　
三
件
（
吉
田
田
地
）

皇
件
は
、
仮
執
行
凱
日
と
当
日
に
滞
納

金
額
三
十
九
万
九
千
五
百
円
を
納
入
さ

れ
、
よ
っ
て
動
産
差
し
押
え
を
取
り
下
げ

ま
し
た
。
二
月
末
日
迄
に
家
屋
を
明
け
渡

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
一
件
は
、
仮
執
行
後
に
滞
納
金
額
三
十

万
八
千
円
を
納
入
し
、
家
屋
明
け
渡
し
の

予
定
で
す
。

じ
残
る
一
件
は
、
滞
納
家
賃
の
全
街
一
括

支
払
い
と
三
月
中
に
家
庭
明
け
渡
し
を
請

求
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◇

★
強
制
執
行
を
受
け
た
人
は
、
滞
納
家
賃
な

ど
（
家
賃
、
訴
訟
費
用
、
損
害
金
、
タ
タ
ミ

フ
ス
マ
等
の
退
去
費
用
、
税
金
、
水
道
料
金

…
…
な
ど
）
の
完
納
と
一
定
の
反
省
期
闇
を

（

′

、

過
ぎ
な
け
れ
ば
、
町
営
住
宅
の
申
し
込
み
及

び
同
居
許
可
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

★
二
月
に
即
決
和
解
す
る
人
の
う
ち
、
滞
納

散
八
万
六
千
一
一
百
円
の
人
や
滞
納
十
カ
月
の

や

ノ

ｉ

ノ

人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
少
額
だ
か
ら
」

ｕ

“

ク

Ｌ

Ｙ

タ

し

ー

ｉ

ｉ

ノ

ア

ｌ

ｈ

－

ｒ

ｌ

ｌ

ク

ｒ

ｈ

Ｙ

ノ

ケ

′

ヽ

で

1

ノ

ｒ

ｌ

ｌ

「
滞
納
期
間
が
短
い
か
ら
」
と
い
う
自
己
判

〃

Ｗ

、

′

′

ｑ

ｒ

ノ

Ｊ

ｕ

ノ

4

－

．

斤

ｉ

ノ

〃

1

、

ン

3

～

ノ

ル

ｎ

Ｔ

ノ

ケ

も

ー

断
の
甘
さ
は
、
今
後
は
一
切
禁
物
で
す
。

※
和
解
・
調
停
を
し
た
人
は
、
約
束
を
た

と
え
一
回
で
も
怠
た
る
と
家
屋
明
け
渡
し

の
強
制
執
行
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

※
　
今
後
は
、
即
決
和
解
・
訴
訟
・
家
屋
明

け
渡
し
の
申
立
（
強
制
執
行
）
を
柱
に
、

滞
納
整
理
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

家
賃
は
、
毎
月
納
入
を

毎
年
、
一
月
分
は
未
納
者
が
増
加
憤
向
で

す
が
、
な
か
に
は
、
家
賃
は
翌
月
に
支
払
え

ば
よ
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
万
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
月
始
め
か
ら
督
促
状
の
発
送
日
の

二
十
日
ま
で
に
支
払
い
を
さ
れ
る
方
が
、
約

百
人
程
度
お
ら
れ
ま
す
。
（
表
1
参
照
）

二
月
分
か
ち
は
、
ぜ
ひ
毎
月
末
日
迄
に
支

払
い
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
9
月
以
降
に
実
施
し
た

滞
納
整
理
の
状
況

九
　
月
・
町
営
住
宅
家
賃
滞
納
整
理
方
針
決
定

十
　
月
・
現
年
度
二
カ
月
以
上
未
納
者
へ
の
納

入
催
告
書
発
送
（
百
四
十
二
件
）

・
賃
貸
借
契
約
解
除
の
内
容
証
明
郵
便

発
送
七
件
（
内
十
月
五
件
〕

ｅ
管
理
人
会
議

・
入
居
誓
約
書
の
一
斉
更
新
と
確
認
禾

捏
出
者
（
十
一
月
と
一
月
の
二
回
の

捏
出
催
告
文
書
発
送
）
へ
の
催
告

十
月
～
二
月

裁
判
件
数
－
　
（

・
即
決
和
解

・
調
　
停

・
訴
　
訟

・
強
制
執
行

・
強
制
執
行
申
立

）
内
は
昨
年
実
績

二
十
二
件
（
十
一
件
）

三
件
（
　
六
件
）

二
件
（
　
二
件
）

二
件
（
　
二
件
）

三
件

十
一
月
・
徴
収
嘱
託
貞
採
用

・
職
員
四
名
、
現
金
出
納
印
受
領

・
嘱
託
員
・
職
員
に
よ
る
滞
納
家
賃
の

現
金
徴
収
と
納
付
催
告
指
導
．

十
斉
・
誓
約
書
更
新
に
よ
る
章
保
証
人
へ

の
確
認
通
知
文
書
（
十
一
日
発
送
）

が

・
連
帯
保
証
人
へ
滞
納
額
の
通
知
と
滞

納
者
へ
の
納
入
押
導
依
頼
（
十
五
日

発
送
）

二
カ
月
以
上
の
家
賃
未
納
者
へ
の
滞

納
家
賃
の
納
入
催
告
と
連
帯
保
証
人

へ
通
知
し
た
旨
の
文
書
（
十
五
日
発

送
）

。
住
宅
課
全
員
に
よ
る
夜
間
徴
収
（
十

二
月
十
六
日
⊥
一
十
三
日
ま
で
の
六

日
間
）

・
口
座
振
替
の
加
入
促
進

一
月
・
現
年
分
家
賃
一
カ
月
以
上
未
納
者
へ

の
夜
間
徴
収
と
催
告
（
一
月
二
十
六

日
～
二
十
九
日
ま
で
の
四
日
間
）

九
月
⊥
一
月・

生
活
保
護
費
か
ら
の
自
動
天
引
制
度

の
推
進

・
電
話
に
よ
る
督
促

・
滞
納
者
へ
の
自
主
退
去
指
導
、
五
件

（
吉
田
一
件
、
高
松
三
件
、
鯉
口
一

件
）

・
そ
の
他
二
戸
借
等
自
主
退
去
指
導
二

件
（
下
二
、
高
松
各
一
件
）

・
高
額
所
得
者
に
対
す
る
明
け
渡
し
請

求
指
導
に
よ
る
退
去
二
件
（
猪
熊
）
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老 人 保 健 法 の 改 正 に よ り 、 1 月 1 日

か ら 窓 口 の 支 払 い が 変 わ り ま し た 。

①　 老人 医療の受給者の方の 窓口支払 額は次の

とお りです。

外 来 1 月の最初の診療日に‥‥・・800円

入 院 1 日につき…………＝・… 400円

ただし、低所得者で、町長の認定を受け
た方は従来 どお り300円 （2 カ月限度）

⑧　 低 所得 者に対す る入院時 一部 負担 金の特例

次 の要件 の全 てに該 当する万 で、町長の認

定を受 けた場合 は、入院時 一部 負担金が従来

どお り 1 日300円（2 カ月限度）とな ります の

で、下記 の書類葱持 参の うえ認 定言正の交付手

続 きを して下 さい0

対 象 者 の 要 件　 ‖ 坤 こ心事な書類

㊦老齢福祉年金の受給者　 老齢福祉年金証書
であること。　　　　 老人医療受給者証

①慧 票 警 警 誓 印　 鑑　 ！

⑧ ．特定疾病に対す る入院時一部負担金 の特例

次 に掲げ る疾病 で、町長 の認定 を受 けた場

合 は、入院時一部負担金 が 1 カ月 に10・000円

とな ります ので特定疾病療養 受療証 の交付手

続 きを して下 さい0

対象となる疾病 ［ 申瓢 こ必要な書類

㊦人工腎臓を実施してい　 医師の意見書 ・健康保

る慢性腎不全 険証 ・老人医療証 ・
④血妄由　　　　 一印鑑

④　 重電 心身障害者

次 の要件 のいずれかに該 当する老人 医療 受

給者 の万 は、水巻町 が実施 する重 度心身障害

者医曜 制度 によ って・一部 負担 金の全 額を公

費 で支払 い ますので、障害者 医療言正の交付手

続 きを して下 さい0

、対 象 者 の 要 件 ！細 こ必要な書類 1

㊦身体障害者で、手帳の等級　 健康保険証

が 1級又は2 級の人 老人医療証

⑦精神薄弱者で、療育手帳の 印　　 鑑

⑳障害基礎年金の受給者で障　 な書類

っている人 ［
⑥　 手続 きおよび問合せ 先

役場 の国保年 金係 Ｃ6 番窓 口）

六
十
一
年
度
収
入
率

～
大
幅
に
向
上

昨
年
九
月
か
ら
「
家
賃
滞
納
整
理
方
針
」

に
従
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
各
種
対
策

が
実
を
結
び
、
三
年
以
内
を
目
樺
と
し
た
徴

収
率
を
遷
成
で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た

（
表
2
参
照
）
。

と
く
に
、
過
年
度
滞
納
分
は
目
榛
の
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
、
は
る
か
に
上
廻
る
収

入
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

二
　
月
は
、

夜
間
徴
収
強
化
月
間

二
月
は
、
第
二
回
目
の
住
宅
課
全
員
に
よ

る
夜
間
徴
収
強
化
月
間
で
す
が
、
三
月
も
二

月
に
引
き
響
、
総
行
動
に
よ
る
滞
納
整
理

※
町
営
住
宅
に
対
し
て
の
皆
様
の
こ
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
牒
役

場
住
宅
課
（
嬰
5
丁
四
三
こ
こ

が
来
る
前
に
納
め
て
ネ
！

へ

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
現
年
分
の
完
納
督
促
を
重
点

に
諸
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

◇

　

　

　

◇

※
次
号
は
、
晒
和
六
十
二
年
度
の
空
家
募

集
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

表 2　　 6 1年 度 住 宅 使 用 料 収 入 決 算 見 込

区　 分

収　 入　 率 滞 納 繰 越 額

6 1年度 60年 度 3年以内目標 6 1年度 60年度 3年以内目標

決算 見 ’ 決　 算 滞納整理方針 決　 算 決　 算 滞納整理方針

現 年分
％以上 ′′ ％以上 万円未満 万円 万円以下

97 ．5 9 7 ．1 97 ．0 7 00 8 27 80 0

過年 分 35 ．0 27 ．5 30 ．0 2，30 0 2，82 2 2 ，500

合　 計 90 ．4 8 8 ．3 9 0 ．0 3，0 00 3，64 9 3 ，300

※注　61年度決算見込は、62年2月10日現在の推定見込

健康ビーチボールバレー大会

参加者を募集
家醒婦人の健康増進と親善交流を図るため、水巻町健京つ

くり推進協議会主催の健庚ビーチボールバレー競技大会が次

のとおり開かれます。多数の参加をお待ちしております0

臣日時　3月15日（日）　午前10時開会

レ会場　町民体育館

レ姦割支種目　①30歳代の部⑧40歳代の部㊤50歳代の部

※年代の上の人は、下の部にも出場できます。

レチーム編成　5人以内で編成（ゲームは4人で行う〕

レ参加申込　当日会場で9時30分から受付けます・出場者は

軽装で必ず上履き用ズックを持参ください0

バドミントン大会参加者を募集

臣日時　3月8日Ｃ日）　午前9時30分開会

レ会場　町民体育指宿

Ｄ羨技種目　①男子ダブルス（Ａ級・Ｂ級）㊥女子ダブルス

（Ａ級・Ｂ級）⑨混合ダブルス④ジュニア

レ参加申込　当日会場で9時から受付けます0　組合わせも当

日行います0
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一
級
二
一
級
技
能
士
通
信
講
座

技
能
検
定
の
合
格
を
目
ざ
す
、
あ
な
た
の

た
め
に
お
す
す
め
す
る
講
座
で
す
。

▽
訓
練
科
　
【
一
級
】
機
械
加
工
科
、
仕

上
げ
科
、
板
金
科
、
配
管
科
、
機
械
製

▽
日
時
　
3
月
8
日
（
日
）

午
前
ュ
0
時
～
午
前
ュ
1
時
4
5
分

▽
場
所
　
水
巻
町
中
央
公
民
館
・
視
聴
覚
室

▽
映
画
の
題
名
と
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

「
い
じ
め
を
な
く
す
」

図
科
、
建
築
大
工
科
　
【
二
級
】
機
械

加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
板
金
科
、
配
管

科
、
機
械
製
図
科
、
謹
築
大
工
科
、
鉄
工

科
、
塗
装
科
、
印
刷
料
、
そ
の
他
ュ
2
科

▽
受
験
資
格
　
実
務
経
験
が
あ
れ
ば
、

だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

▽
受
講
料
一
級
＝
八
千
円
、
二
級

且
ハ
千
円
（
一
年
間
）

▽
訓
練
期
間
　
榛
準
一
年
間
（
い
つ
で

も
受
付
け
で
き
ま
す
）

▽
特
典
　
修
了
者
に
は
受
講
し
た
訓
練
科

の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

技
能
向
上
訓
練
生
募
集

働
い
て
い
る
万
々
の
知
識
・
技
能
の
向
上

の
た
め
、
次
の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

▽
実
施
科
鋳
造
科
、
機
械
科
、
仕
上
げ

科
、
板
金
科
、
溶
接
科
、
電
気
工
事
料

電
気
情
報
科
、
配
管
科
、
製
缶
科
、
塗

装
科
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
科

▽
訓
練
コ
ー
ス
　
○
土
曜
日
・
日
曜
日

コ
ー
ス
　
○
平
日
昼
間
コ
ー
ス
　
○
平

日
夜
間
コ
ー
ス

▽
受
講
料
　
二
千
円
～
二
万
円

※
詳
し
い
こ
と
は
、
八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ

ー
開
発
援
助
課
（
八
幡
西
区
穴
生
三
丁
目

五
番
一
号
、
竺
ハ
四
千
四
九
〇
六
又
は

六
九
〇
六
）
ま
で
。

3
月
の
心
配
ご
と
相
談

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
9
　
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
無
料

相
談
が
開
か
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
2
日
、
3
月
9
日
、
3
月
ュ
6
日

3
月
2
3
日
、
3
月
3
0
日

0
時
間
ｕ
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時

▼
場
所
水
巻
町
中
央
公
民
館
「
大
和
室
」

地区公民館活動推進講座

こ
の
映
画
は
、
い
じ
め
の
実
例

を
追
い
な
が
ら
、
い
じ
め
の
根

底
に
あ
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち

の
心
の
問
題
点
を
描
き
、
あ
わ

せ
て
、
い
じ
め
を
防
ぎ
解
決
す

る
に
は
学
校
と
家
庭
の
連
携
、

信
頼
関
係
の
確
立
が
、
い
か
に

大
切
で
あ
る
か
を
訴
え
た
も
の

で
す
。

「
十
代
の
非
行
と

親
の
責
任
」

こ
の
映
画
は
、
思
春
期
十
代
の
特

ｌｌｌｌｌｌⅢⅢ

徴
と
家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
に
つ
い
て
親
の

役
割
や
義
務
を
ど
の
よ
う
に
果
た
す
か
を
訴

え
た
も
の
で
す
。

※
子
ど
も
会
・
少
年
団
体
の
指
導
者
の
皆
様

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

晒
和
六
十
二
年
度
の
住
民
税
と
国
民
健
辟

保
険
税
の
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
必
ず
三

月
十
六
日
ま
で
に
申
告
し
て
下
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
な
い
人
で

も
、
次
の
万
は
住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
自
営
業
者
㊥
農
業
者

④
外
交
員
や
ホ
ス
テ
ス
な
ど
の
自
由
業
者

④
家
賃
な
ど
の
不
動
産
に
よ
り
集
計
さ
れ
て

い
る
人

④
大
工
や
左
官
業
者

（

③
日
雇
い
な
ど
の
日
給
者

⑦
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
人

⑨
給
与
所
得
者
で
住
民
税
を
給
与
か

ら
天
引
さ
れ
て
な
い
人

④
給
与
所
得
者
で
地
代
・
家
賃
・
利

子
・
配
当
な
ど
、
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
っ
た
人

持
参
す
る
も
の

①
6
1
年
中
の
所
得
の
わ
か
る
資
料

㊥
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
証
明
書

④
国
民
年
金
支
払
証
明
書

④
生
命
保
険
支
払
証
明
書
　
㊥
印
鑑

㊥
銀
行
又
は
農
協
の
通
帳
口
座
番
号

申告と納税相談の　日程

片∴ ・日 時　　 間 彿 五 十 ㍉ 由 緒 と申告内容

ｌ

2月27日（会） 9時～16時
役場101号
大会議室

水巻苑 ・松栄荘団地・机 ・
古賀・新生街・猪熊町住

3月2 日（月） ケ 〃
蘭 画 ・鯉口分譲・

高尾団地 ・樋口・革坦 地

3月3 日（火） 〃 ク 頃　 末

3月4日（水） 〃 ケ 猪　 熊

3月5 日（木） ク ク 梅ノ木団地

3 月6 日（会） 〃 ケ おかの台団地

婦
人
　
の
た
め
　
の

技
術
二
講
習
会

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所

で
は
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
の
婦
人
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
講
習
内
容
老
人
介
護
の
方
法

▼
講
習
期
間
　
4
月
6
日
～
5
月
2
7
日
（
毎
週

月
・
水
・
金
の
ュ
0
時
～
ュ
6
時
）

▼
講
習
会
場
　
戸
畑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

▼
受
講
料
無
料
（
教
材
費
は
負
抱
）

▼
由
込
み
先
　
3
月
1
7
日
と
1
8
日
の
9
時
か
ら

1
7
時
ま
で
に
、
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

釈
尊
支
所
（
魯
〇
九
四
八
－
二
三
－
空

五
六
）
に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な

糞
お
尋
ね
も
同
所
へ
。

固

定

資

産

税

課
税
台
帳
の
縦
覧

暗
和
六
十
二
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

紐
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
3
月
1
日
～
3
月
2
0
日

（
日
曜
日
と
土
曜
日
の
年
後
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
役
場
税
務
課
・
課
税
係
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暗
和
六
十
二
年
度
と
六
十
三
年
度
に
水
巻

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
（
建
築
、
土
木
、

舗
装
、
管
、
水
道
施
設
）
の
入
札
、
見
積
り

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
を
、
次
の
要
領
で

受
付
け
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
4
月
ュ
5
日

（
但
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
は

受
付
け
を
い
た
し
ま
せ
ん
）

▼
受
付
場
所
財
政
課
契
約
係
（
二
階
）

▼
申
込
方
法
　
建
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定

様
式
）
を
財
政
課
契
約
係
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
記
入
の
う
え
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

▼
注
意
事
項
　
◎
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
の
受
付
け
は
「
二
年
に
一
回
」
で
す

次
回
は
、
昭
和
六
十
四
年
四
月
一
日
か

ら
の
予
定
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
財
政
課
契
約
係
に
お
尋

ね
下
さ
い
。
（
嬰
一
〇
一
－
四
三
二
一
）

通行止めのお知らせ

ト江川大橋

橋の架け番えのた度）

規制：全面通行⊥とめ

工期：2月9日一一3月31日

発注：北九州市若松建設事務所

▼
縦
覧
で
き
る
人

0
本
人
　
○
代
理
権
を
有
す
る
代
理
人
（

委
任
状
が
必
要
）
　
○
納
税
代
理
人

▼
縦
覧
に
必
要
な
物

○
印
か
ん
　
〇
本
人
以
外
の
人
は
「
委
任

状
」
が
必
要
で
す

船
具
遺
族
へ
援
護
金
を
支
給

日
本
殉
職
船
員
顔
彰
会
で
は
、
職
務
上
で

死
亡
さ
れ
た
商
船
の
殉
職
船
員
遺
児
へ
授
護

金
を
支
給
し
ま
す
。

金
額
は
、
出
生
か
ら
高
等
学
校
を
卒
業
す

る
ま
で
の
期
間
に
一
人
一
カ
月
六
千
円
。
別

に
、
入
学
記
念
品
と
し
て
小
学
校
に
入
学
し

た
と
き
三
万
円
。
中
学
校
・
高
等
学
校
に
入

学
し
た
と
き
一
万
円
。
詳
し
い
こ
と
は
同
顕

彰
会
（
含
〇
三
－
二
三
四
1
〇
六
六
二
）
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

農
業
委
畠
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
格
和
六
十

二
年
一
月
一
日
現
在
で
申
請
の
あ
っ
た
登
委

員
会
書
還
挙
人
名
簿
登
録
申
藷
書
に
も
と
づ

い
て
作
成
さ
れ
た
、
選
挙
人
名
簿
を
次
の
と
お

り
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
　
2
月
2
3
日
～
3
月
9
日

▼
時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

▼
場
所
役
場
総
務
課
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

図書の案内
住民のみなさん、中央公民館の図書室には、たく

さんの本があります。あなたの、さがしていた本も
見つかるかも知れませんヨ。ご利用ください。

▼開館時間
○平日と日曜日　午前11時～午後7時
○土　曜　日　年後1時～午後5時

▼休館日
毎週月曜日・毎月第3日曜8・祝祭日は休館日です。

岩
崎
ち
ひ
ろ
の
絵
本

金
子
み
す
す
詩
集

は
な
を
た
ら
し
た
神

日
々
の
畠

人
生
は
花
い
ろ
女
い
ろ

ト
ル
ス
ト
イ
の
墓

娘
の
学
校
同
窓
会

墓
の
里

水
　
　
俣

紙
の
今
昔

天
の
夕
顔
前
後

一
日
嘉

湿
　
　
原
（
上
・
下
）

著
　
竜
　
分
野

岩
崎
ち
ひ
ろ
絵
本

金
子
み
す
ず
詩
集

吉
野
せ
い
随
筆

谷
川
俊
太
郎
詩
集

高
些
一
撃
随
筆

北
御
門
二
郎
画
文
集

な
だ
い
な
だ
評
論

津
村
節
子
若
文

桑
原
史
成
評
論

小
林
嬬
一
評
論

中
河
与
一
評
論

野
崎
耕
二
　
翌
羞

加
賀
乙
夢
小
説

雲
　
　
　
　
仙
簑
翁
利
醸
論

核
の
時
代
を
読
む
　
　
　
剣
持
　
二
年
評
論

ヒ
ロ
シ
マ
櫻
心
地
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
局
評
論

禁
　
　
　
　
中
秦
一
雄
評
論

年
表
ヒ
ロ
シ
マ
4
0
年
の
記
椎
中
国
新
聞
社
　
評
論

子
ど
も
の
き
う
た

車
犯
科
帳

こ
の
子
ら
と
生
き
て

撃
　
佼
（
夜
間
中
軸
蒸
）

海
な
を
深
く

ビ
ル
マ
戦
撥
軍
記

ビ
ル
マ
の
地
獄
戦

生
き
る
日
々

最
近
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の

戦
時
戦
術

小
泉
文
夫
音
楽

池
波
正
太
郎
小
説

城
台
　
厳
董

松
嘘
璽
廃
教
育

海
員
組
合
手
記

苦
夢
薗
雷

決
斗
の
辻

回
瑞
丁
塗
ロ

よ
ろ
ず
や
平
四
郎

活
人
剣
（
上
・
下
）

用
心
棒
日
月
抄

長
門
守
の
謹
町

張福
永

水
上

窟
杏

二
中
戦
記

墾
大
戦
記

勉
．
随
筆

蓬

縫

済

蚕
ｍ
襟
記

龍
を
見
た
男

六
謡
の
影
を
斬
る

竃
蒋
軍
（
上
・
下
）

中
仙
道
は
く
れ
鳥

屋
帝
の
心
理

輝
け
子
ど
も
た
ち

嵐
吹
く
時
も

嶺

藤
沢
周
平
小
説

藤
沢
層
丁
小
説

藤
沢
周
平
随
簑

藤
沢
周
平
小
説

藤
沢
国
瑞
丁
小
説

藤
沢
層
丁
小
説

寮
択
周
平
小
説

葉

男

丁

小

説

策

左

保

小

説

笹
沢
．
左
俣
小
説

策
左
保
小
説

嚢

忠

義

教

育

二
王
　
満
教
育

三

溝

撃

小

説

問
い
つ
つ
け
て

ぎ
伯
の
神
秘

賢
治
の
風
光

賢
治
の
守
宙

暮
ら
し
の
詩

教
育
の
流
れ
を
変
え
卓
つ

十
年
先
を
読
む

極
道
の
妻
た
ち

林
　
竹
二
評
論

袈

二

義

料

姦

山
折
哲
雄
　
評
論

臓
貰
　
猛
評
論

竹
下
　
哲
樋
筆

永
井
道
夫
教
育

西
沢
潤
一
教
育

家
田
荘
子
配
線
文
学
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母
子
手
帳
の
交
付

日 曜 事　 業　 名 時　　 間 場　　　　 所

2 月

母子手帳の交付 10：00～11：00 役場健康相談室

母親学級 13：00′、15：00 役場健康相談室

キッチンカー
13：00～15：00

中央公民館

による調理実 調理室

3 火 健康相談 10：00一一11：00 勅　 山　 荘

6 金

健康相談 10：00一一11：00 役場健康相談室

4 カ月児
13：00一一13：30

中央公民館

健康相談 2階大会議室

7 土 療育訓練 9 ：00一一12：00
遠遠保健所

（予約者のみ）

9 月 母親学級 13：00～15：00 役場健康相談室

12 木 健康相談 10：00～・11：00 役場健康相談室

16 月

母子手帳の交付 10：00～11：00 役場健康相談室

母親学級 13：00～15：00
中央公民館

調理実習室

20 金 療育訓練 13：00～17：00
遠賀保健所

（予約者のみ）

24 火
子宮ガン・

乳ガン検診
13：00～13：30 中央公民館和室

▽
目
時
　
3
月
2
日
（
月
）

3
月
1
6
日
（
月
）

午
前
⊥
0
時

㌃
所
役
場
健
靡
相
談
室

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
及
び

個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
⊥
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

⑧
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

⑧
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

第
2
課
　
役
場
健
康
相
談
室

第
3
課
　
巾
央
公
民
館
・
調
理
室

▽
対
象
　
初
産
婦

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
と
き

に
説
明
し
ま
す
。

健

　

康

　

相

　

談

子
宮
・
乳
が
ん
検
診

母

　

親

　

学

　

級

▽
日
時
　
3
月
2
日
（
月
）
　
第
1
課

3
月
9
日
（
月
）
　
第
2
課

3
月
1
6
日
（
月
）
　
第
3
課

Ｃ
時
間
ｎ
い
ず
れ
も
1
3
時
3
0
分

▽
場
所

第
1
課
役
場
健
廣
相
談
室

▽
日
時
　
3
月
2
4
日
（
水
）

受
付
＝
午
後
1
時
～
午
後
⊥
時
3
0
分

▽
勘
所
中
央
公
民
館
・
和
室

▽
料
金
　
子
宮
が
ん
　
五
百
円

乳
　
が
ん
　
五
百
円

▽
定
員
　
子
宮
が
ん
　
八
〇
人

乳
　
が
ん
　
五
〇
人

※
子
宮
が
ん
、
乳
が
末
は
同
時
に
受
診
で
き

ま
す
。
電
話
で
も
受
付
け
い
た
し
ま
す
の
で

健
蔚
対
策
係
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

∴

▽
日
時
及
び
場
所

☆
3
月
3
日
（
火
）
　
机
山
荘

☆
3
月
6
日
（
金
）
　
役
場
健
炭
相
談
室

☆
3
月
1
2
日
（
木
）
　
役
場
健
京
相
談
賽

〇
時
間
＝
い
ず
れ
も
1
0
時
～
⊥
1
時

▽
相
談
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個

人
相
談
。
こ
希
望
の
万
に
は
、
塩
分
テ

ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
朝
作
っ
た
「

み
そ
汁
」
を
少
し
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
3
月
7
日
　
午
前
9
時
～
正
午

3
月
2
0
日
　
午
後
1
時
～
5
時

▽
場
所
　
遠
賀
保
健
所

※
予
約
制
で
す
。
申
し
込
み
は
役
場
健
康

対
策
係
で
受
付
け
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
教
室

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

療

　

育

　

訓

　

練

こ
と
ば
の
遅
れ
や
身
体
発
達
の
遅
れ
て
い

る
人
に
対
し
、
北
九
州
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
専
門
の
剥
ｌ
錬
士
を
招
き
、
言
語
訓
練
、

機
能
訓
練
を
行
い
ま
す
。

一
年
間
に
わ
た
っ
て
ォ
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
健
康
食
■
の
作
り
方
を
、
あ
な
た

も
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
講
習
期
間
今
年
五
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
、
原
則
と
し
て
毎
月
一
回
（
第
一
金

曜
日
か
第
三
金
曜
日
）
。

▽
講
習
時
間
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午

▽
層
場
所
遠
賀
保
健
甲
会

、
議
室

※
受
講
こ
希
望
の
万
は
役
場
健
康
対
策
係
に

4
月
1
5
日
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（

3
月
の
し
尿

収
集
予
定
日

2
日
立
屋
敷
、
頃
宋
（
1
、
2
、
3
、
4

7
、
1
0
区
）
、
猪
熊
6
区

3
日
吉
田
二
6
区
、
吉
田
三
5
区
、
頃
宋

（
7
、
8
、
ュ
6
区
）
、
猪
熊
2
区

4
日
吉
田
三
（
2
、
5
区
）
、
頃
宋
（
2
2

2
3
区
、
唐
熊
県
住
）
、
猪
熊
1
0
区
、

5
日
吉
田
二
（
1
、
2
区
、
御
輪
地
）
、

吉
田
三
（
1
、
2
、
3
、
5
、
6
区
）
、

頃
宋
（
輿
2
4
区
、
唐
熊
県
住
）
、
猪
熊

（
2
、
4
、
5
区
）
、
月
2
回
ま
わ
り
（

環
境
整
備
セ
ン
タ
⊥

6
日
吉
田
二
（
1
、
2
区
、
御
輪
地
）
、

吉
田
三
（
6
、
8
、
ュ
1
区
、
緑
風
園
、
車

返
し
）
、
猪
熊
（
2
、
3
、
ュ
0
区
）
、
月
2

回
ま
わ
り
（
太
洋
社
）

7
日
下
二
（
7
、
8
区
）
、
林
住
宅
、
吉
田

三
（
緑
風
園
）
、
頃
宋
（
1
、
5
、
ュ
7
区
）

9
日
吉
田
三
（
垣
添
町
住
）
、
頃
宋
（
9

1

0

、

1

2

、

1

5

、

1

9

、

輿

2

1

、

2

5

区

し

、

新
生
街
（
山
ノ
ロ
団
地
）

1
0
日
立
屋
敷
（
2
、
3
区
）
、
伊
左
座
（

1
、
4
区
）
、
下
二
1
区
、
吉
田
一
（
川

端
通
り
）
、
頃
宋
（
6
、
望
2
1
区
、
松

栄
荘
団
地
、
み
ず
ま
き
苑
）

日
日
二
、
下
二
、
吉
田
一
（
4
～
8
区
、

片
山
）
、
吉
田
二
（
ュ
1
～
1
6
区
、
滑
石
、

宮
尾
、
本
村
）
、
美
音
野
団
地
、
頃
宋
（

⊥
1
、
⊥
3
、
⊥
4
区
、
松
栄
荘
田
地
）

1
2
日
立
塵
敷
、
二
（
1
、
6
区
）
、
吉
田

一
（
3
区
、
月
夜
待
）
、
吉
田
ニ
（
3
、

5
区
、
大
橋
県
道
筋
）
、
美
音
野
団
地
、

古
賀
、
新
生
街
、
机
社
宅
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四
カ
月
児
健
康
相
談

昭和62年　2　月25日ＩⅢⅢ…Ⅲ…ⅢⅢ…ⅢＩ

▽
日
時
　
3
月
6
日
（
金
）

0
受
付
＝
比
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
中
芸
民
館
大
会
議
室
（
二
階
）

※
四
カ
月
児
（
6
1
年
⊥
0
月
⊥
0
日
か
ら
6
1
年

1
1
月
6
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
牛
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
幸
が
届
い
て
な
い

方
は
、
健
康
封
筒
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る

調

　

理

　

実

　

習

国民年金保険料は

税金控除の対象になります

前年におさめた国民年金保険料
は、全額所得税や住民税の所得控
除の対象になります0　確定申告の
手続きの際に申告してください0
昨年1年間（61年1月－12月）の

国民年金保険料は次のとおりです

◎定額保険料

84．120円

〔3‡；霊‡浣　霊票霊雲〕
◎定額＋付加を納めた人

88．920円

〔禁讐／1芸・霊芝12月〕〕
◎61年4月から1年前納した人

定額保険料　83．140円
付加保険料　4，680円

計　　　87．820円

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
は
、
成

人
病
を
防
ぐ
た
め
の
重
要
な
葉
で
す
。
県

の
栄
養
士
に
よ
る
調
理
実
習
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
3
月
2
日
（
月
）

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

▽
場
所
山
央
公
民
館
・
調
理
室

※
み
そ
汁
の
塊
分
濃
度
を
測
定
し
ま
す
の

で
、
朝
の
み
そ
汁
を
少
し
持
参
く
だ
さ
い
。

愛

の

贈

り

も

の

わ

ば

た

　

だ

く

や

小
畑
　
拓
也
く
ん

昭
和
6
1
年
2
月
6
日
生

『
珊
き
一
さ
ん
の
勇

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
、
イ
タ
ズ
ラ

大
好
き
な
拓
也
で
す
。
い
つ
も
マ
マ
に
叱

ら
れ
て
ま
す
。
で
も
、
へ
っ
ち
ゃ
ら
ダ
～

イ
／
　
も
っ
と
も
っ
と
イ
タ
ズ
ラ
し
よ
～

と
。
　
（
古
賀
団
地
二
棟
二
〇
六
号
）

お

ば

　

と

よ

か

ず

於
保
　
豊
和
く
ん

昭
和
6
1
年
2
月
2
6
日
生

一
虹
を
さ
ん
の
勇

ハ
ロ
ー
／
　
僕
は
ト
ヨ
君
で
す
。
四
カ

月
か
ら
保
育
園
に
通
っ
て
い
ま
す
。
先
生

も
み
ん
な
華
人
で
や
さ
し
い
人
ば
か
り
で

大
好
き
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
、
く
じ

け
な
い
で
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
。

（
青
田
・
垣
添
）

こ

ば

や

し

　

ゆ

う

じ

小
林
　
祐
司
く
ん

昭
和
6
1
年
2
月
2
6
日
生

（
曲
る
讐
ん
の
勇

こ
ん
に
ち
は
、
と
に
か
く
パ
パ
に
そ
っ

く
り
な
ボ
ク
で
す
。
や
っ
と
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
公
園
で
遊
ぶ
こ
と
と
、

車
が
大
好
き
〃
‥
早
く
大
き
く
な
っ
て
、

毎
日
お
外
で
遊
ぼ
う
ね
。

（
頃
宋
三
六
〇
の
六
）

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
々
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
故

人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▽
宮
田
一
　
散
・
藤
野
　
ナ
シ
様

藤
野
　
春
夫
様

▽
頃
米
　
故
・
緒
方
俊
様

緒
方
　
萩
生
様

▽
猪
解
　
放
・
原
田
侶
一
郎
様

原
田
英
一
郎
様

▽
二

故
・
綾
野
静
枝
様

綾
野
美
甫
碓
様

お
わ
び
と
訂
正

2
月
1
0
日
号
の
6
～
7
両
「
お
知
ら
せ
欄

で
、
表
題
の
『
優
良
木
造
住
宅
を
募
集
』
と

冨
な
た
も
能
力
の
顔
嬰
だ
、
『
県
営
住

宅
入
居
墓
』
の
三
箇
所
が
表
題
と
内
容

が
入
れ
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
深
く
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

1
3
日
二
、
二
町
住
、
吉
田
一
1
区
、
青
田

二
（
4
、
6
、
7
、
8
、
ｍ
、
1
3
区
、
宮

尾
、
御
輪
地
、
大
橋
県
道
筋
、
イ
ワ
ゼ
町

住
）
、
美
音
野
団
地
、
机

1
4
日
二
町
住
、
下
二
町
住
、
青
田
一
（
3

区
、
商
店
街
）
、
青
田
三
（
（
6
、
8
、

9
、
⊥
0
区
、
車
返
し
）

1
6
日
吉
田
団
地
（
ュ
9
～
輿
2
7
～
4
3
、
4
6

～
5
6
棟
）
、
樋
口
（
卯
月
、
中
井
通
ロ
）

1
7
日
二
（
野
間
町
住
）
、
青
田
団
地
（
ｌ

～

6

、

8

～

1

0

、

ュ

6

～

興

2

3

～

墾

4

4

4

5

、

冥

8

3

～

墾

9

4

～

1

0

1

、

1

0

9

～

1

1

3

棟
）
、
樋
口

1
8
日
二
1
区
、
青
田
団
地
（
7
、
ｎ
～
1
5

6

0

～

7

3

、

7

6

～

甲

8

7

～

輿

1

0

2

～

1

0

5

1
0
8
棟
）
、
猪
鰯
、
古
賀

1
9
日
立
屋
敷
3
区
、
下
二
（
1
、
2
、
3

区
）
、
青
田
団
地
分
窄
猪
熊

2
0
日
二
（
1
、
2
区
）
、
下
二
2
区
、
青

田
二
（
9
～
1
2
区
、
本
村
）
、
猪
熊
町
住

月
2
回
ま
わ
り
（
環
椀
整
備
セ
ン
タ
ー
、

太
洋
社
）

2
3
日
伊
左
座
2
区
、
二
（
1
、
3
、
4
、

6
区
）
、
古
賀
県
住

2
4
日
伊
左
盛
（
2
、
3
区
）
、
二
（
1
、

2

、

4

、

5

区

）

、

下

ニ

（

1

、

7

、

8

⊥
0
区
、
双
葉
荘
、
幼
稚
園
通
り
）
、
樋
口

（
赤
水
、
川
端
通
り
）

2
5
日
伊
左
座
（
3
、
5
区
）
、
下
ニ
（
5

6
、
7
区
、
幼
稚
園
通
り
）
猪
熊
、
樋
口

2
6
日
み
ず
ほ
団
地
（
1
～
1
ｅ
、
猪
熊

樋
口

2
7
日
伊
左
座
2
区
、
み
ず
ほ
団
地
（
ｌ
～

5
区
）



筑

豊

ご

三

家

筑
豊
ご
三
家
で
安
川
と
麻
生
は
、
そ
れ
な
り
の
地
盤
が

あ
っ
て
の
炭
鉱
経
営
で
あ
る
が
、
貝
島
太
助
に
な
る
と
ツ

ル
ハ
シ
一
つ
で
身
を
お
こ
し
た
、
い
わ
ゆ
る
成
り
上
り
者

の
類
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
書
く
伊
藤

伝
右
衛
門
と
三
好
徳
松
に
お
い
て
も
同
様
で
、
川
筋
の
水

呑
み
百
姓
か
ら
鉱
主
と
な
っ
て
、
巨
菌
の
官
を
得
た
の
で

あ
る
か
ら
、
善
く
に
し
て
も
、
お
の
ず
か
ら
興
味
が
わ
い

て
く
る
。

太
助
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
、
鞍
手
郡
直
方
村
で

四
人
兄
弟
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
家
は
俗
に
い
う
赤
貧
洗

う
が
如
き
水
呑
み
百
姓
で
、
太
助
が
九
歳
の
と
き
に
父
永

＿
よ

四
郎
に
連
れ
ら
れ
て
間
歩
（
坑
内
）
に
入
っ
た
の
が
、
そ

も
そ
も
炭
坑
と
の
か
か
わ
り
の
始
ま
り
で
あ
る
。
明
治
元

年
（
一
八
六
八
）
、
太
助
が
二
十
一
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。

兄
弟
で
新
入
村
の
小
ヤ
マ
を
開
発
し
た
の
に
失
敗
し
て
、

そ
れ
か
ら
の
太
助
は
納
屋
東
な
ど
を
し
て
機
会
の
く
る
の

を
待
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
冬
、
太
助
が
三

十
六
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
近
く
の
旅
館
の
主
人
が
太
助

に
ぜ
ひ
今
夜
中
に
会
い
た
い
と
の
、
泊
り
客
の
伝
言
を
持

っ
て
き
た
。
夜
風
が
体
に
し
み
る
な
か
を
太
助
が
行
っ
て

み
る
と
、
そ
の
人
は
帆
足
義
万
と
い
う
陸
軍
軍
人
、
話
に

よ
れ
ば
実
弟
に
炭
鉱
を
経
営
さ
せ
る
つ
も
り
で
い
る
が
、

炭
鉱
の
知
識
と
経

験
が
ま
っ
た
く
な

い
の
で
、
力
を
か

し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
。
そ
の
と
き

太
助
は
、
長
崎
か

ら
蒸
気
ポ
ン
プ
を
購
入
し
た
の
に
失
敗
し
て
、
多
額
の
借

金
を
か
か
え
て
夜
逃
げ
を
考
え
て
い
た
矢
先
の
こ
と
、
早

速
、
わ
た
り
舟
と
ば
か
り
に
経
常
利
益
の
二
割
を
も
ら
う

こ
と
で
同
意
し
た
。

そ
の
後
の
太
助
は
、
新
入
（
直
方
）
、
番
月
（
八
幡
西

区
）
な
ど
の
炭
坑
を
帆
足
名
義
で
購
入
し
て
経
営
に
あ
た

っ
た
が
、
三
年
後
の
明
治
十
八
年
、
太
助
が
帆
足
の
も
と

を
去
る
ま
で
に
、
太
助
は
帆
足
を
筑
豊
の
大
鉱
区
の
所
有

者
に
の
し
あ
が
ら
さ
せ
て
い
た
。
な
お
、
そ
の
間
に
太
助

は
、
利
益
金
で
鞍
手
郡
宮
田
村
大
之
浦
の
鉱
区
を
購
入
し

た
の
で
、
帆
足
の
も
と
を
去
る
と
す
ぐ
、
こ
れ
の
開
発
に

着
手
し
た
。
す
な
は
ち
、
こ
れ
が
の
ち
に
貝
島
家
の
炭
鉱

経
営
の
基
盤
と
な
っ
た
大
之
浦
炭
鉱
で
、
そ
の
後
の
貝
島

の
繁
栄
は
、
こ
れ
に
お
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。

こ
え
て
、
明
治
二
十
年
に
な
る
と
不
況
で
炭
価
が
下
落

し
た
う
え
、
太
助
は
大
之
浦
坑
の
開
発
に
加
え
て
、
八
十

歳
の
老
母
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
、
兄
弟
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
蒙
壮
な
家
を
建
て
て
、
計
八
万
円
の
借
金
を
か
か
え

て
苦
し
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
人
間
の
運
と
い
う
の
は
わ

か
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
四
年
三
月
、
元
農
商
務

か
お
る

大
臣
で
政
財
界
の
大
立
て
者
井
上
馨
が
、
人
力
車
で
耶
馬

渓
か
ら
太
宰
府
へ
向
う
途
中
、
直
方
を
す
ぎ
た
と
こ
ろ
で

百
姓
家
の
な
か
に
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
三
階
建
て
の
大
邸

宅
が
目
に
と
ま
っ
た
。
案
内
人
に
聞
く
と
、
「
一
介
の
坑

夫
か
ら
身
を
お
こ
し
て
、
今
は
筑
豊
で
指
折
り
の
鉱
主
と

な
っ
た
貝
島
太
助
の
邸
宅
で
、
老
母
の
孝
養
の
た
め
に
建

て
た
」
と
説
明
し
た
。

そ
の
と
き
井
上
は
、
旧
藩
主
毛
利
元
照
が
金
田
炭
坑
（

田
川
郡
金
田
村
）
を
所
有
し
て
、
そ
の
経
営
に
行
き
詰
っ

て
い
る
の
を
思
い
出
し
て
、
そ
の
足
で
員
島
邸
を
訪
ね
た
。

そ
し
て
話
し
て
い
る
う
ち
井
上
は
、
地
の
底
に
て
脱
一
本

で
鍛
え
あ
げ
た
、
川
筋
男
の
武
骨
で
飾
り
気
の
な
い
、
太

助
の
人
柄
に
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
え
て
六
月
、
井
上
は

毛
利
を
金
田
炭
坑
か
ら
大
之
浦
坑
へ
案
内
し
て
、
技
術
援

助
を
太
助
に
求
め
た
。
と
こ
ろ
が
太
助
は
巨
額
の
借
金
を

か
か
え
て
四
苦
八
苦
し
て
い
る
こ
ろ
、
そ
の
資
格
が
自
分

に
な
い
こ
と
を
打
ち
あ
け
て
断
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
、
三
カ
月
し
た
あ
る
日
、
そ
ん
な
こ
と
を

忘
れ
て
い
た
太
助
に
、
井
上
か
ら
上
京
せ
よ
と
の
手
紙
が

と
ど
い
た
。
早
速
、
上
京
し
て
み
る
と
井
上
と
毛
利
、
そ

れ
に
三
井
物
産
の
示
談
と
な
っ
て
、
毛
利
家
か
ら
二
回
に

わ
た
っ
て
八
万
円
の
融
資
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
お

か
げ
で
太
助
は
高
利
の
負
債
を
す
べ
て
返
済
し
た
が
、
翌

年
さ
ら
に
炭
価
は
下
落
し
て
、
坑
夫
の
賃
金
が
払
え
な
い

状
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
井
上
の
あ
っ
せ
ん
で
鉱

区
を
三
井
名
義
に
切
り
替
え
て
、
あ
ら
た
に
毛
利
家
か
ら

一
万
五
千
円
の
融
資
を
う
け
て
倒
産
を
ま
ぬ
が
れ
、
二
年

後
の
日
清
戦
争
で
す
べ
て
を
返
済
し
て
い
る
。

な
お
余
談
に
な
る
が
、
昭
和
九
年
に
水
巻
村
へ
日
本
炭

鉱
（
社
長
鮎
川
義
介
）
が
進
出
し
た
の
は
、
買
収
す
る
三

好
鉱
業
の
隣
に
貝
島
の
鉱
区
が
あ
っ
た
の
を
、
鮎
川
が
月

島
か
ら
も
ら
い
う
け
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

あ
と
で
書
く
が
、
鮎
川
の
妻
が
太
助
の
娘
で
、
鮎
川
の
叔

父
に
あ
た
る
井
上
の
媒
酌
で
二
人
は
結
婚
し
て
、
こ
の
関

係
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
太
助
は
井
上
の
要
請
で
政
友
会
へ
入
党
し
た

が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
筑
豊
の
石
炭
業
界
は
、
ほ
と
ん

ど
が
政
友
会
へ
入
党
し
て
、
政
友
会
王
国
を
築
い
て
い
る
。

そ
し
て
よ
き
に
つ
け
溶
き
に
つ
け
ヤ
マ
は
政
治
権
力
と
結

び
つ
い
て
、
や
が
て
は
政
治
に
ふ
り
回
さ
れ
て
、
筑
塵
は

そ
の
舞
台
で
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
太
助
は
、
大
正
五
年
、
七
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。

（
こ
の
項
お
わ
り
〕
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